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○要点

　・得点の単位は「文（もん）」とする。

　・一勝負1年とし，1年は12ヶ月。1年勝負の勝利者は吟味（ウマ）を獲得する。

　・吟味は2位から6文，3位から12文とする。2位同点は1位に9文ずつ，1位同点は3位から9文ずつとする。

　・3ヶ月ごとの季節を全て勝利すると5文を獲得する（小引）。大引は採用しない。

　・12月終了時に三者が同点の場合は，1季節（3ヶ月）を延長する。延長季節も小引を適用する。

　・親権なし。手札を打ち切った場合は流れとする。その時，出来役ができて「こいこい」していたとしても，

「勝負」を宣言できなければ，その役は無効になる。

　・流れはその時のビキが胴（親番）になり同月をやり直し。

　・場札にシマがある場合は，流れとなるが，手役は有効とする。

　・同時手役は，役代の高いほうを差額分の勝利とし，役代が同じならば流れとする。

　・手役が出来ていたとしても，必ずしも公開して役代を得る義務はない。

　・手札の最後の札で出来役ができたとしても，こいこいをすることができる。こいこいの回数に制限は無い。

　・やり直しの月は，3文しばりとし3文以上役代がなければ勝負できない。

　・菊に盃はカス札の化け札として利用できるが，菊に盃を含んでカス札が丁度10枚の場合は勝負を宣言する

ことはできない。3文しばりのときも同様とする。

　・盃役の雨流れおよび日の出を採用する。日の出で勝負を宣言することはできない。

　・タンとタネは5枚以上で得点となり，赤短，青短，猪鹿蝶完成時に他の短冊札やタネ札があっても得点増に

はならない。

　・文数は常に等倍計算である。こいこいの回数や一定以上の文数になっても2倍以上にはならない。

　・こいこいを行ったことによる文数の上乗せは一切無い。こいこいを行って相手に役を作られ勝負された場

合は，相手の出来役代のみ払う。

　・親手をもらうことはできない。

　・役の複合について，手役は排他的であり複合しない。出来役については，上位の役は下位の役を複合しな

い。具体的には，鉄砲は花見酒と月見酒と複合しない，大鳥は小鳥と複合しない，五光，四光，雨四光，三光

はお互いに複合しないである。

　・役代は他の２人の競技者からもらうものを示しており，ゼロサム計算する。

　・花札のフォントについては，たく氏のHanafudasymbolを有り難く使用させて頂いています。

　（https://www.vector.co.jp/soft/data/writing/se214661.html）

○手役(dealt hands) ※英名は参考程度です。

No 役名 英名 役代 構成・率 配札時例

1
てし

手四
four 8文

4-1-1-1

0.172106%

1/581.038 AQRSTau
2 はねけん

two pairs and 
three 10文

3-2-2

0.129079%

1/774.717 EFGOPkl
3

ふたさんぼん

二三本
a pair of three 20文

3-3-1

0.057369%

1/1743.11 JKLXtuv
4

いちにし

一二四
four and a pair 30文

4-2-1

0.043026%

1/2324.15 FMPopqr
5

しそう

四三
four and three 80文

4-3

0.000717%

1/139449 ghijlmn
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○出来役(captured hands)

No 役名 英名 役代 必要な札・備考

1
ごこう

五光
five lights 24文AIcos  祝儀をつける場合もある

2
おおとり

大鳥
all birds 18文AEMdps  鳥札を全て集める

3
しこう

四光
four lights 16文AIcs

4
ごうん

五雲
clouds 15文EQUYg  タネの役代は別途数える

5
あめしこう

雨四光
rainy four lights 9文Acos  四光のどれかがoになる場合

6
あかたん

赤短
red slips 7文BFJ  他の短冊札が増えることによる得点増はない

7
あおたん

青短
blue slips 7文Vhl  他の短冊札が増えることによる得点増はない

8
ことり

小鳥
four birds 7文EMdp  

9
いのしかちょう

猪鹿蝶

boar-deer-
butterflies 6文YkU  他のタネ札が増えることによる得点増はない

10
てっぽう

鉄砲
matchlock 6文Icg  花見＋月見。雨流れに影響する

11
さんこう

三光
three lights 6文AIc  四光のうち３枚を集める

12 くさ grass 5文NRZ
13

おもてすがわら

表菅原
elegant spring 4文AEI

14
つきみざけ

月見酒
moon viewing 2文cg  ２枚役。雨流れに影響する

15
はなみざけ

花見酒
flower viewing 2文Ig  ２枚役。雨流れに影響する

16 タネ animals 1文 9枚あるタネ札を5枚集める。1枚増すごとに1文増加

17 タン slips 1文 10枚ある短冊札を5枚集める。1枚増すごとに1文増加

18 カス dregs 1文

24枚あるカス札を10枚集める。1枚増すごとに1文増加。菊に盃をカス

札に含めることができるが，菊に盃を含めて丁度10枚の場合は勝負を

宣言することはできない。

三人こいこいのルールVer.1.01R2 (2/3)



○ルール補足説明

　　(1)　勝負とこいこいの宣言

　「勝負」若しくは「こいこい」は，札を取る順番の競技者が，手札と山札による一連の動作の結果によって

増えた取り札で新たな出来役ができれば，宣言することができる。

　また，最後の手札で出来役が完成しても「こいこい」を宣言することができる。「こいこい」の宣言の回数

に制限は無い。　

　　(2)　盃役の雨流れと日の出

　10，14，15番の出来役，鉄砲，月見酒，花見酒（以下総称し盃役と呼ぶ）は雨札（11月，柳）を１組でも

取っていると無効になる（雨流れ）。

　ある巡に手札で取って盃役が完成して，めくりで雨札を取っても雨流れとなる。しかし，取り札に「松に

鶴」があれば再び盃役は有効になる（日の出）。もとから，松に鶴が取り札にあれば雨流れは起きない。

　但し，松に鶴を取っての日の出だけで勝負することはできない。雨札を取っていて，ある巡に手札により盃

役が完成しめくりで松に鶴を取っても勝負することはできない。勿論，カスや三光ができていれば別である。

逆に手札により松に鶴を取り，めくりで盃役ができれば勝負することができる。また，雨流れの状態で，ある

巡に手札により勝負することのできる出来役ができ，めくりにより松に鶴を得たときは盃役の役代は入る。

　勝負のタイミングはあくまで，手札とめくり札を分割することなく，対象の出来役が新たにできた巡の完了

した状態の条件で宣言することができ，その状態の役代を勘定する。

　　(3)　流れと3文しばり

　場を開いたときに既に同月札が4枚有ったり（手役の無いとき），三者に同じ手役ができたり，最後の手札を

打って勝負することのできる出来役ができなかった場合は流れとなり，ビキが胴となりその月をやり直す。

　やり直しのかかった月は3文しばりとなり，勝負することのできる出来役ができた時点で3文以上の役代がな

ければ勝負することができない。3文しばりでも手役で終了することができる。更に流れた場合は3文しばりが

続く。また，状況によっては最後の手札を打って出来役ができても，こいこいを宣言し流して，やり直し月に

持ち込むことも一つの戦術である。

○競技の全体

　まず，対戦者A，B，Cが向かい合い，C（又は前年敗者）が，札をよくかき混ぜて全て裏の状態にする。AとB

が，そこから任意の札を1枚引く。その後，Cも任意の札を1枚引く。札を公開し，小さいほうの月の札を引い

た競技者から1月の胴，胴二，ビキとなる。同じ月だったら引き直す（この場合，前に引いた札は戻さない）。

　ビキは，札をよく切って48枚全て裏返しになった札山を胴二に差し出す。胴二は，上から任意の枚数を取り，

山札となる位置へ置く（のぞみを入れる）。また，この時に取る札は0枚でもよく，札山の上を指で軽く叩いて

その合図を行う。ビキは，残った札山を胴に差し出す。

　胴は，手七場六を配る。つまり，胴二→ビキ→自分の順番に裏返しで4枚ずつ，場札に3枚表向き，胴二→ビ

キ→自分の順番に裏返しで3枚ずつ，場札に3枚表向きに配る。競技者への配札は最初に3枚，後で4枚でも良い。

　配られた手札に手役があれば，相手が札を出す前に手役の宣言を行い，手札を公開し相手の確認をとる。ま

た，手役があっても役代を必要としないならば，公開は義務ではない。

　手役が無ければ，胴から手札を場に出して札を取っていく。場札に合った札は必ず取らなければならない。

出来役ができて勝負が宣言されれば，宣言者が勝利となる。勝利者は次の月で胴となる。また，流れが起きれ

ばビキが胴になり，その月を3文しばりでやり直す。

　競技は12月まで行う。1，2，3月を春，4，5，6月を夏，7，8，9月を秋，10，11，12月を冬として季節に

分け，その3ヶ月に全て勝利すると「小引」となり他の二人の競技者から5文を獲得する。

　12月を終了して同点だった場合，1季節を延長する（返り春）。それでも同点の場合は，さらに1季節を延長

し，決着がつくまで延長する。延長された季節でも3連勝すると小引となり5文を獲得する。

試合結果例）

春 夏 秋 冬 小計 吟味 合計

A +4 -1  -6 -1 -3  -6  -5 +6 -12 -4 -2 +16  -6 -20 -12 -32

B -2 +2  -6 +2 +6 +12 +10 -3 -12 +8 -2  -8 +12 +19 +18 +37

C -2 -1 +12 -1 -3  -6  -5 -3 +24 -4 +4  -8  -6  +1  -6  -5

　Bは夏に3連勝している

のでそれぞれ5文で計10文

を獲得している。
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